
　
日
刊
工
業
新
聞
社
は

去
る
七
月
九
日
↓
一

日
の
Ξ
日
間
、
臨
辱
副

都
心
の
タ
イ
ム
2
4
ビ
ル

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
体
験
・
教
訓
に
学

ぶ
『
防
災
特
別
ぶ
』
ミ
ナ

ー
」
を
開
い
た
。
本
特

別
セ
ミ
ナ
ー
は
塁
屁

生
時
に
緊
急
対
応
し
な

け
れ
ば
｛
式
既
い
「
救

急
医
療
対
策
」
、
「
情

報
の
重
要
性
奴
輩
の

立
て
方
≒
「
輸
応
力

の
確
保
と
安
全
」
の
三

大
テ
ー
マ
に
絞
り
込
ん

だ
。
後
後
は
日
本
防
災

シ
ス
テ
ム
協
会
、
協
貿

は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
、
東

京
ガ
ス
、
恵
｀
電
力
、

日
本
通
運
の
五
社
。
初

日
、
二
日
回
と
台
風
の

影
響
も
あ
っ
て
、
あ
い

に
く
の
天
候
で
あ
っ
た

が
、
蓉
晶
を
通
し
て

疎
請
し
た
方
も
多
く
、

疎
明
者
は
瞑
師
が
自
ら

体
験
さ
れ
た
教
訓
や
研

究
、
提
言
に
対
し
、
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
。
以
下
に
三
テ
ー
マ
、

十
一
胡
演
の
要
旨
ｔ
拓

介
す
る
。

（我凛凛）
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真

書

時

に

お

け

る

軟

龍

題

歯

讐

繁

医
療
研
修
・
調
練
が
不
可
欠

　
災
害
医
療
体
制
の
新

　
た
な
構
築
に
向
け
て

　
厚
生
省
で
は
阪
神
・
核
肇
ハ
震
災

の
教
訓
ｉ
刄
す
た
め
、
阪
神
・
肢

路
大
震
災
の
被
災
池
の
医
家
機
関
や

医
療
関
係
団
体
な
ど
の
搦
力
岑
稽
て

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
燐
と
し

な
忌
医
家
体
制
の
あ
り
カ
に
関
す

る
研
究
き
を
発
足
さ
せ
、
災
寄
医

i
l
体
制
の
部
偏
と
酉
蛮
化
策
な
ど

を
挟
肘
し
て
き
た
。

　
本
日
は
、
そ
の
研
究
邨
偕
老
に
基

づ
き
、
平
成
八
年
度
｀
貳
推
進
し
て

い
る
災
害
医
療
体
制
の
充
実
強
化
に

肉
け
て
の
新
た
な
施
策
豪
甲
心
に
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
災
害
医
家
体
制
Ｓ
偏
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
①
地
域
単
位
の
対
応
の
強

化
②
住
民
主
体
の
恬
勣
支
黒
百
常

か
り
の
餌
昶
・
備
え
Ｉ
の
一
石
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
研
究
会
が
平
病
七
年
五
月
ニ
ナ
九

日
に
ま
と
め
た
ｉ
災
聘
に
お
け
る

医
療
対
策
に
関
す
る
緊
急
提
言
」
で

は
、
地
球
単
位
を
二
次
善
猫
、
も

し
く
は
保
健
所
の
所
靭
管
区
の
単
位

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
人
ロ
ー
一
十
万
－
三
十
万
人
単
位
の

医
療
同
輩
ご
と
に
災
Ｓ
拠
点
病
院
を

S
し
、
ま
ｔ
、
保
個
所
が
地
域
の

医
療
関
係
団
体
、
消
防
本
部
、
市
町

村
等
の
関
係
機
関
と
の
瑶
携
の
推
進

や
医
概
数
畷
班
な
ど
の
配
置
調
整
の

｜
い
る
。

　
次
に
、
塁
拠
生
時
の
初
期
救
急

医
鰹
鋸
に
つ
い
て
は
の
情
報
の
共

有
化
Ｑ
権
限
の
分
散
化
－
の
二
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
迦
づ
鳶
ａ
裔
に

お
け
る
住
民
へ
の
医
療
情
報
の
蝉
供

力
法
多
極
討
し
、
二
次
医
療
問
単
位

の
愕
卿
取
采
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
邨

遣
府
県
関
の
区
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
卿
立
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必

裂
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
鎔
ま
え
て
厚
生
省
で

は
、
平
成
八
部
五
月
十
日
付
で
九
項

光
昭
氏

｜

報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
吸
災
害
拠
点
詞

院
の
整
備
⑤
災
葦
豪
に
か
か
わ
る

保
健
所
機
能
の
強
化
⑤
災
唇
医
直
に

関
す
る
普
及
啓
発
、
研
修
、
釧
綴
の

実
態
⑦
一
院
防
災
マ
ニ
ａ
ア
ル
作
餌

ガ
ィ
ド
ラ
イ
ン
の
郷
用
⑤
災
害
時
に

お
け
る
消
防
機
関
と
の
御
薦
９
災
害

時
に
お
け
る
死
体
検
案
休
舶
の
幕
属

Ｉ
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
②
の
応
援
協
定
の
締
循

は
今
回
の
目
玉
で
あ
り
、
峯
定
の
締

結
に
際
し
て
は
、
広
域
応
霖
坏
制
の

整
f

a
S
I
Q
S
t
i
の
繋
偏
の

ニ
点
に
留
意
ｔ
濫
費
が
あ
る
。

必
要
性

1

,

1

本

ｌ

　
③
の
ぶ
域
情
報
シ
ス
テ
ム
の
幣
備

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
初
勤
の
遅

れ
を
な
く
す
担
保
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
都
逍
府
県
単
位
で
完
結
し
て
い
た

間
革
点
濫
戻
し
、
災
害
時
は
全
国

レ
ベ
ル
で
対
ｓ
で
甕
ぶ
っ
に
し
た

点
と
、
バ
。
ク
ア
ッ
ブ
セ
ン
タ
ー
の

殷
賑
を
乖
・
或
八
年
度
は
士
八
億
円
の

Ｚ
″
で
開
始
し
た
こ
４

　
＠
の
災
害
拠
点
病
院
の
整
備
で

は
、
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
を
二

次
医
療
圈
ご
と
に
各
一
ヵ
所
、
基
幹

災
一
里
療
セ
ン
タ
ー
を
榔
還
府
県
ご

と
に
各
一
ヵ
所
ず
つ
Ｓ
４

Ｓ
４
１
通
渋
滞
に
よ
り
、
救
急
車

に
よ
る
被
災
者
の
病
院
な
ど
へ
の
後

方
搬
送
が
廸
絶
さ
れ
、
救
命
治
療
が

行
え
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ

た
。
そ
の
教
部
逼
ま
え
て
、
救
急

搬
送
で
は
、
陸
路
だ
け
で
な
く
、
２

と
辱
の
利
用
岑
考
え
な
２
体
搬
送
が

t
l
t
　
&
S
i
!
1
1
t
Q

1

4
p
4
1
り
、
蛮
番
ヘ
リ
コ
プ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
タ
ー
の
全
国
配
髪
Ｉ
叉
て
お
く
ペ

ト
リ
ア
ー
ジ
に
続
く
応
急
措
置
と
き
で
あ
る
。

緊
急
搬
送
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
今
回
　
ド
イ
ツ
で
は
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
ア
ダ
ッ

の
阪
神
・
談
路
大
震
災
で
は
、
覆
轍
ク
）
ｙ
祗
す
る
災
害
戦
扱
ヘ
リ
コ
ブ

フ
ェ
イ
ズ
Ｏ
短
縮
が
カ
ギ

日
本
海
千
字
社
事
業
局

　
　
　
　
　
　
　
技
監
河
野

ﾐﾐ

藤

正
賢
氏

　
『
々
被
界
い
ｙ
↑
陶
院
吸
瀕
凄

修
復
、
負
里
爵
蓉
、
収
？
Ａ
院
息

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
ぱ
、
病
院
内
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
離
着
陸
場
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

4
t
’

S
Q
M
W
I
S
l
i

的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
r
;
'
M

で
あ
る
。

　
最
後
に
指
摘
し
た
い
｝
片
ほ
、
制

度
を
つ
く
っ
て
も
、
そ
れ
が
機
能
す

る
か
否
か
は
、
日
ご
ろ
か
り
の
現
場

の
訓
練
や
章
一
に
あ
り
、
医
療
関
係

者
や
行
政
関
係
者
に
対
す
る
災
｀
挺

一
に
関
す
る
研
修
・
胴
繍
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

タ
ー
搬
送
桐
が
半
径
五
ｔ
ｋ
の
地

域
ご
と
に
幣
偏
さ
れ
、
発
災
後
十
五

分
以
内
に
現
場
に
到
着
で
貢
否
つ

に
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
と
し
て
も

夢
考
に
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
病
院
の
脆
（
ぜ
い
）
罪
性

多
考
え
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。
災
害

時
の
荊
院
の
施
設
塾
ぼ
手
術
室
、

ス
づ
り
ン
ク
ラ
ー
、
厨
（
ち
ゅ
う
）

房
、
レ
、
｝
恥
ゲ
ン
寮
の
順
で
多
い
こ

と
が
今
回
の
震
災
で
も
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
電

者
の
保
守
と
い
っ
た
業
務
を
余
慨
な

く
さ
れ
る
が
、
大
災
害
の
場
合
、
こ

り
り
の
鳶
塹
兪
報
・
ラ
イ
フ
ワ
イ

ン
の
途
絶
、
人
里
宙
、
医
臨
器

材
Q
t
9
＆
」
い
２
餉
載
・
那
乱
の

中
で
行
わ
な
け
れ
ぱ
７
り
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
次
の
フ
ェ
イ
ズ
ー

で
の
被
災
加
ｌ
安
里
謳
で
は
、

人
力
・
資
器
材
の
提
供
に
よ
る
被
災

病
院
の
蓋
居
勤
、
巡
回
診
察
、
救

膠
ｒ
摯
家
を
中
心
と
し
た
避
難
患
者

役
割
と
限
界
心
得
て
行
動

災
害
時
に
お
け
る
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

災
害
医
家
ｙ
棄
急
麦
味
進
う
。
、

緊
急
医
家
が
少
数
の
愚
者
に
多
く
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
投
入
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
災
蚕
護
大
一
の
Ｉ

に
少
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

災
害
医
家
濫
易
に
行
う
に
は
、
大

量
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
ｔ
簒
間
後
に
は
日
常
の
診
断
活
動
に
回
帰

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
広
範
囲
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
．
初
勤
の

な
惣
域
か
り
の
勣
旅
ｗ
制
が
求
姫
り
対
応
を
い
か
に
迅
芦
朽
え
る
か
が

れ
る
．
そ
こ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
、
決
め
手
に
な
る
わ
け
で
、
ス
ピ
ー
ド

愁
袁
に
よ
る
墨
Ｉ
フ
ン
テ
ィ
ア
の
確
侈
に
は
、
法
惣
豪
に
お
け
る

の
大
乖
勣
員
休
制
づ
く
ｎ
ｉ
男
て
４
公
平
さ
．
の
価
練
習
町
が
阻
答
要

お
り
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
イ
ー
ル
の
ゴ
ー
因
と
な
る
．

1
4
s
l
4
4
s
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s
“
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.
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.
.
.
.
.
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災
裏
医
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
ス
ビ
ー
盾
動
で
は
、
何
毫
優
先
す
る
か
と
と

ド
の
華
保
!
j
S
e
'

i
l
!
j
4
s
S
'

l
l
l
j
'
何
を
無
視
す
る
か
が
求
や
り

亡
者
は
最
初
の
八
時
間
が
ビ
ー
ク
で
れ
、
時
に
は
人
治
独
裁
に
よ
る
緊
急

あ
り
ー
備
が
発
生
し
て
七
十
二
時
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
．
そ
の

話
な
ど
の
ラ
イ
２
フ
イ
ン
が
破
壊
さ

れ
る
と
病
院
の
診
療
機
能
が
停
止
し

て
し
恚
Ｒ

　
そ
の
こ
と
ｉ
厳
に
置
い
て
、
災

甕
に
強
い
病
院
づ
く
り
を
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
行
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
医
薬
品
の
備
蓄
、
病
院

閲
の
峯
刀
体
制
、
大
災
害
対
応
計
画

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
そ
れ
に
基
づ

く
災
害
訓
練
の
定
期
的
な
脚
厖
な
ど

は
必
要
ぶ
斑
欠
で
あ
る
。

　
ｌ
趾
療
対
策
で
は
、
２
ヨ
題
。

＆
y
（
地
域
間
の
連
携
、
広
域
シ
ス

テ
ム
の
構
築
）
、
C
o
n
u
n
i
c
d
o
n

（
通
信
網
の
確
立
、
的
還
な
情
報
）
、

？
。
『
ｌ
ｌ
。
気
総
合
調
嫁
、
縦
割

り
行
政
に
お
け
る
横
断
的
騨
幣
』
と

い
う
ざ
一
つ
の
Ｃ
″
が
大
切
で
あ
り
、

辰
域
対
応
、
情
報
対
応
、
総
合
調
整

型
の
災
害
医
霖
烋
『
つ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
　
。
。
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
平
時
の
対
策
と

し
て
、
災
害
時
を
想
定
し
馬
弓
ン

ニ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
ッ

ク
バ
イ
リ
ン
グ
が
毘
要
で
あ
り
、
国
・

吃
方
自
治
体
・
二
次
缶
禰
に
ま
た

が
る
多
層
的
な
災
寄
医
家
拠
点
病
院

シ
ス
テ
ム
や
災
害
医
艮
硲
ネ
″
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
県
立
は
急
務
で

あ
る
。

の
医
原
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
投
入
～
患

者
情
鰐
の
収
集
、
厚
霊
ｌ
の
援
助

な
ど
の
災
害
医
療
一
睡
－
の
三
ぶ
を

目
標
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
被
災
痍
医
療
茎
零
迅
速
に
開

始
す
る
に
は
、
行
政
の
災
擾
対
策
本

餌
の
早
期
霖
置
・
親
閲
と
根
災
霜
周

辺
の
後
方
病
院
で
の
支
援
習
戸
医

療
責
器
材
の
緊
急
投
入
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
こ
う
し
か
巫
戻
直
の
即
応
体
制

た
め
に
は
、
法
惣
蒙
で
の
入
胎
が

許
さ
れ
る
法
体
系
が
で
き
な
い
と
、

災
晋
振
に
お
け
る
ろ
Ｔ
ド
の
確

保
は
容
易
で
は
な
い
。

　
災
害
医
家
味
被
災
者
Ｉ
ｌ
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
捧
り
に
哲
え
ば

大
量
の
被
災
者
に
対
し
て
広
範
囲
な

地
城
の
医
療
機
関
か
笑
墨
画
原

ス
タ
ッ
フ
を
迅
池
に
被
災
現
場
に
泡

り
込
む
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
多
極
態
ｃ
せ
る
た
め
に
は
、

活
動
拠
点
の
確
保
、
満
男
確
保
、

輸
送
の
確
保
と
り
ｉ
套
孤
唇
勤

の
三
原
則
が
必
要
条
件
と
な
る
。

　
活
動
拠
点
の
確
保
は
、
熱
瓢
か
じ

め
情
報
を
収
集
し
て
決
め
る
の
で
は

な
く
、
現
場
に
行
っ
て
吸
郭
を
策
め

な
が
急
迫
し
て
い
く
。
阪
呻
・
限
路

大
酋
災
で
の
救
援
活
動
で
は
、
我
々

は
長
田
区
扮
居
の
保
笥
所
内
に
現
地

事
務
所
を
殺
直
し
、
そ
こ
を
拠
点
に

表１　災害救護の内容

時間経3聶 社会的援護 医療教護 留意点

Ｐｈ＆ｓｅ－０
　(～？時問〉 実施不能 giｶ艦不能 監頚部靉゜

Ｐｈａｓｅ－１
　(～４８時間)

被災者の救助と避難 系統的救出医療 ％諸賢仙。

Ｐｈ＆９ｅ－２
　(～１４日問)

　災の援（衣､食､胞）塾頭回覧

と。Ｅ 初期集中治療 胆回糾乗回
Ｐｂａｓｅ－３

　ｅ･一瓢乙カ月） 罰鯨註－ 隆療法及び更正Ｘ庶 霖韻致瓢Ｆ（

整
偏
を
考
え
た
場
合
、
情
報
交
換
手

段
の
確
立
と
災
壹
ｌ
爾
霖
楓
揖
と

し
て
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
の
整
備
が

罵
要
で
あ
葛
。
Ｍ
Ｃ
Ｃ
擾
据
災
答

彗
乖
部
に
殼
置
し
、
病
院
被
災
情

報
や
皐
暫
情
報
な
ど
の
情
報
収
集
を

は
じ
め
、
救
一
斑
。
茎
蜃
の
配
置
、

藁
葺
供
給
、
帛
’
雲
路
な
ど
の
一

驚
僧
令
や
災
Ｉ
掻
甲
枢
指
令
機
構

撃
＆
榔
岳
痕
機
構
へ
の
支
垠
要

胴
喘
ｌ
ｇ
つ
。

　
ま
な
、
救
悪
質
の
哩
武
蔵
要

脈
動
で
き
た
こ
と
２
混
啄
大
き
か

っ
た
。

　
次
に
通
雄
の
曙
保
で
は
、
今
回
の

場
合
、
ア
マ
チ
ａ
ア
輝
縁
遠
鷹
の
協

力
に
よ
り
、
現
場
と
本
部
と
の
情
報

交
換
の
吏
既
を
爾
保
で
き
な
が
、
最

良
の
一
法
は
衛
県
邁
償
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ド
の
利
用
で
は
な
が
る
つ
か
。
輸

送
の
隋
保
に
つ
い
て
も
、
空
路
、
海

路
に
よ
苓
否
柘
泡
な
く
し
て
初
期

の
医
家
皆
勤
は
で
き
な
か
っ
た
と
い

乏
阪
神
・
淡
路
の
経
験
も
あ
り
、
今

後
の
災
害
救
狸
湯
に
お
い
て
は
航

空
機
の
信
一
絶
対
に
欠
か
せ
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
か
り
、
医
哨
複
フ
ン
テ
ィ
ア

が
被
災
現
場
に
入
っ
て
有
効
な
の

は
、
被
災
唇
流
ぢ
堅
‐
二
時
間
ま

で
で
あ
り
、
一
週
間
後
は
行
政
の
指

作
７
に
入
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

二
週
間
後
は
地
元
の
医
師
会
の
指
揮

Ｕ
爽

要
が
あ
る
。
と

く
に
繋
誕
吃

で
は
、
刄
者
を

選
別
恰
度
す
る

ト
リ
ア
ー
ジ
が

求
め
ら
れ
る
た

め
、
ト
リ
ア
ー

ジ
を
す
る
熟
練

し
た
ド
ク
タ
ー

が
必
要
で
あ

り
、
ト
リ
ア
ー

ジ
・
ド
ク
タ
ー
、

ト
リ
ア
ー
ジ
・

オ
フ
ィ
サ
ー
を

育
或
し
て
お
く

こ
ら
宍
切
で

あ
る
。

　
さ
り
に
災
害

救
暇
で
は
、
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
を
膏
り
る
こ
と
も
必
要
に
な

ぞ
く
る
の
で
、
災
害
発
生
時
に
は

塁
奸
策
本
部
の
中
に
Ｊ
ン
ト
Ｔ

ル
セ
ン
タ
よ
豪
き
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
協
力
休
制
づ
く
り
を
調
整
す

る
と
と
も
に
、
平
時
か
ら
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
１
ダ
ー
を
腎
成
し
て

＆
/
べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
ご
一
年
鼎
か

ら
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

Ｒ
晟
に
取
り
組
ん
で
お
り
疵
在
、

惚
一
百
人
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
を
組
織
し
て
い
る
。

下
に
入
り
ご
Ｉ
涵
間
ぐ
ら
い
を
め
ど

に
撤
収
す
ぺ
き
で
あ
る
な
瓦
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
万
能
諭
は
厳
に
戒

め
る
べ
き
で
あ
り
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
役
に
立
て
る
の
か
、
あ
る
い
は
？

に
立
て
な
い
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
撹
即
と
限
界
を
心
得
て
行
動
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
例

え
ぽ
、
医
密
殺
が
奮
発
場
合
、

医
聖
路
を
蔓
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
套
農
に

｀

:

l
　
も
｛
’
ろ
ん
、
Ｅ
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

限
勁
に
対
す
る
政
策
的
支
援
も
必
要

で
あ
り
、
活
動
拠
点
・
通
信
・
輸
送

の
男
保
に
関
す
る
緊
急
叙
景
三
原
則

支
振
や
医
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
Ｚ
弾
吹
、

１

１

霧
長
補
佐
山
本

目
な
り
な
る
「
塗
師
に
お
け
る
初

期
救
急
医
晋
萄
の
充
爽
強
化
に
つ

い
て
」
と
廟
す
る
便
服
政
策
局
長
通

達
を
各
都
道
府
県
知
挙
り
に
送
り
、

平
成
八
年
度
の
篤
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
九
項
目
の
捷
策
と
は
の
応
力
防
災

会
議
等
へ
の
医
家
関
係
者
の
夢
加
の

堡
ｌ
塁
醇
に
お
け
る
応
鐸
協
定

の
締
結
ｏ
辰
域
災
否
・
救
急
医
家
情

ト
リ
ア
ー
ジ
の

IH
　
災
害
医
療
に
お
け
る
初
勣
活
動
は

Ｓ
Ｒ
Ｍ
の
Ξ
文
字
に
要
約
さ
れ
る
。

尽
揚
蓋
（
サ
ー
チ
）
、
Ｒ
認
知

（
レ
ス
キ
ュ
ー
）
、
Ｍ
は
医
療
（
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ア
シ
ス
ト
）
を
そ
れ
ぞ

れ
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
者

を
恨
査
し
、
救
助
し
て
災
害
現
場
で

救
急
医
零
ｇ
厖
す
ご
と
が
、
災
害
初

動
期
の
緊
急
対
応
と
い
う
』
と
に
な

る
が
、
災
害
現
場
で
は
、
ト
リ
ア
ー

ジ
ー
那
治
療
）
、
ト
リ
ー
ー
ト
メ
ン

ト
（
辰
霧
恩
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

テ
ー
シ
５
ン
（
救
急
搬
送
）
の
ヨ

つ
の
Ｔ
″
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
啄
９
れ
た
人

的
・
物
的
責
源
の
状
況
下
で
、
最
大

多
数
の
傷
病
者
に
最
善
の
医
李
涵

す
た
め
、
患
者
の
繁
岳
素
蒼
傷
戻

の
両
面
か
訟
ｉ
の
優
先
度
を
決
め

る
こ
と
で
、
少
数
の
ス
タ
ッ
フ
、
限
ら

れ
た
時
間
と
Ｅ
疸
資
材
を
活
用
し
、

救
命
可
能
な
思
考
を
ま
ず
道
定
、
治

響
発

　
こ
の
ｔ
め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に
際
し

て
は
、
全
国
共
通
の
統
一
さ
れ
ｔ
ト

リ
ア
ー
ジ
・
タ
グ
を
用
い
て
被
災
者

温
’
別
す
る
こ
と
が
諏
ま
し
く
、
ト

リ
ア
ー
？
タ
グ
の
統
一
、
標
撫
化

に
関
し
て
は
、
厚
生
省
が
平
成
八
年

三
月
に
統
一
見
解
豪
肖
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
方
向
性
に
従
っ
て
対
処
す

べ
き
だ
ろ
う
。

･ll｜
一
つ
で
あ
り
、
災
害
時
の
救
裸
叔
叢

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
に
恒
聘
の
医
麿
硲
堕
窪
な

活
動
の
開
始
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時

間
と
の
勝
負
で
あ
る
。
災
害
が
発
生

し
、
医
家
数
属
領
動
が
始
ま
る
ま
で

に
は
、
医
直
叙
暇
が
実
施
不
能
な

　
。
空
白
の
時
間
々
が
存
在
す
る
。
こ

れ
素
但
数
屡
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル

　
（
表
１
参
照
）
で
緯
フ
ェ
イ
ズ
○
と

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
支
援

不
能
期
を
い
か
に
短
縮
で
き
る
か
が

箆
澱
叢
脈
動
の
第
一
歩
と
な
る
。

　
フ
ェ
イ
ズ
○
の
災
害
現
場
に
お
い

て
は
、
被
災
皐
看
は
惰
拓
外
へ
の

脱
出
、
秘
勣
を
試
み
る
】
方
、
被
災

者
相
互
に
よ
る
救
助
救
援
、
応
急
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　

－
｀
ｄ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｓ
を
を
ａ
ｆ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｓ
φ
ｌ
ｆ
｀
｀
ー
ー
Ｆ
″
一
一
Ｗ
ー
ｆ
Ｓ
ａ
ｌ
一
一
｀
一
一
一
｀
￥
ｆ
ｆ
一
一
－
ｔ
ｌ
ａ
Ｓ
Ｉ
Ｆ
一
｀
ｌ
一
－
ａ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
｀
Ｓ
Ｉ
ー
騨
を
曝
一
ａ
Ｓ
｀
－
一
一
を

ｌ
ｔ
ｌ
一
Ｓ
や
を
や
ｌ
ｔ
｀
ａ
ｌ
一
一
や
一
ｌ
ｔ
″
ｄ
一
ｆ
ｌ
″
を
か
皿
｀
″
－
｀
一
一
一
４
７
″
ｌ
一
を
ｙ
ｌ
一
ｔ
ｌ
Ｓ
｀
ａ
Ｓ
や
｀
ー
一
－
一
－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
一
ー
Ｓ
・
｀
φ
を
を
や
ｙ
を
－
を
一
ー
一
－
ｌ
一
一
を
を
｀
φ
ー
ｔ
Ｓ
ｔ
“
“
一
一
ｌ
ｌ
ｌ
“
ｔ
ｌ
ｌ
ｉ
ｆ
Ｓ
ｆ
“
゛
争
ゆ

一
糞
書
瞰

に
お
け
る

管
馨
の
重
纂
憧
と

鮒
裁
の
念
Ｘ

’
″

　
大
規
模
災
害
に
対
す

　
る
防
災
対
策
の
指
針

　
消
防
庁
で
は
「
災
笹
に
強
い
安
全

な
鳶
召
く
忿
壽
乖
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。

　
防
災
情
報
通
償
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

総
合
整
備
と
し
て
は
、
国
Ｉ
都
雅
府

琳
上
申
町
村
―
總
嘱
住
民
を
研
ぷ
拘
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S
i
＆
S
4
拘
弧
聡
防
災
情
報
岑
デ
ー
タ
ペ
ー
ス

し
て
9
S
I
r
a
フ
ー
ー
、
ｙ
‾
'
ｉ
Ｓ
Ｒ
Ｍ
９
ス
’
ｙ
ム
轟
音
妁

―
の
Ｉ
て
お
化
し
、
災
害
予
防
の
髪
長
男
発

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
尽
つ
ン
テ
ィ
ア
、
大
に
ｌ
ｌ
男
針
を
打
ち
出
し
、
防
り
、
一
擲
廻
シ
ス
一

Σ
鴬
応
ｔ
生
時
の
初
歎
体
制
お
よ
ｇ
乖
応
援

ｌ
ｌ
に
響
ゑ
斑
聚
箆
霧
報
の
蜃
・
望
・
繰
蜀
漿

・
１
ｊ
‘
箆
シ
ス
タ
ム
認
廠
鴛
碧
お
ｔ
、
芸

に
取
り
組
ん
で
い
る
．
　
　
の
男
保
に
努
め
て
い
ｰ

.

‘
. .
.

.

.
￥
S
W
I
￥
Q
’
　
　
　
情
報
や
陣
諏
情
報
な
ど
を
慨
環
し
て

　
な
か
で
も
一
翼
な
防
災
イ
ン
フ
フ
　
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
要
件
と
し
　
と
く
に
酒
客
誕

シ
ス
テ
ム
は
、
い
る
．

と
し
て
、
堕
ｔ
軸
悒
聚
ッ
ト
ワ
て
①
嗇
に
強
い
シ
ス
テ
ム
②
多
く
粟

裂
ク
ラ
バ
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
　
ま
ペ
デ
ー
タ
マ
ス
に
祈
誓

Ｉ
ク
ヽ
防
災
情
報
処
理
シ
ス
テ
４
の
情
報
を
誓
～
シ
ス
テ
ム
③
防
災
伝

送
シ
ス
テ
ム
、
ア
ナ
ロ
グ
映
像
所
れ
た
防
災
情
報
套
笞
貨
こ
ｉ

　
災
萱
戻
麦
援
シ
ス
テ
ム
は
、
災

誓
時
の
繍
霧
頁
ｉ
一
笑
の
予

測
シ
ス
テ
ム
、
マ
ル
チ
凶
回
ア
を

活
用
し
な
畑
環
情
報
シ
ス
テ
ム
や
位

置
情
報
把
握
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
り
な

り
、
防
災
対
応
力
の
同
上
岑
図
る
も

の
で
あ
る
。

　
地
域
防
災
計
画
の
兄
Ｓ
し
は
、
防

災
中
枢
機
能
に
重
大
誓
酢
が
生
じ

る
堀
曾
を
摩
坦
し
、
職
員
の
動
員
配

備
体
制
、
劈
報
の
収
集
・
墨
尿
制
、

応
援
体
制
、
防
災
訓
練
、
災
害
弱
者

対
策
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
隔
店
く
取
り
岨
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
防
災
拠
点
整
備
で
は
、
コ

ミ
２
テ
ィ
ー
防
災
拠
点
、
地
域
防

災
拠
点
、
広
域
防
災
拠
点
の
三
つ
の

形
態
を
想
定
し
、
整
倚
し
て
い
く
方

針
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
防
災
に

関
ｔ
逝
汲
の
高
揚
や
災
両
対
策
本

部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
£
凶
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
一
志
防
災
体
制
ｙ
ｙ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浙
勁
対
策
は
�
分
た
ち
の
地
域
は

白
分
た
ち
で
守
る
″
を
悳
本
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

｜
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災
害
時
の
優
先
順
位
づ
け

一

(4考･

１
　
社
会
に
緋
石
階
基
９
、
μ
常
時

が
準
、
困
窮
時
一
時
的
基
準
の
Ξ
つ

の
基
準
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
任
の

わ
か
国
に
は
、
李
常
時
基
準
と
両
な

避
難
的
な
異
常
屑
準
し
か
な
く
、
阪

神
・
険
路
大
罰
災
は
そ
の
こ
と
岑
問

う
た
し
、
い
ま
も
問
い
嶮
け
て
い

る
。

　
な
貿
、
こ
ん
な
こ
な
蓄
弓
の
か

と
い
戈
ぱ
、
異
常
災
両
時
に
は
倦
児

順
位
、
後
回
し
順
位
が
あ
り
、
も
っ

と
以
北
ぱ
、
切
り
鱗
て
が
あ
る
。

ズ
命
救
助
は
四
十
八
晴
間
が
聊
負
″

は
ぶ
恒
医
療
の
鉄
副
で
あ
り
、
四

十
八
時
間
以
降
の
救
命
準
は
極
端
に

低
下
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
軽
傷
唇
は
故
っ
で

お
い
て
人
命
に
か
か
わ
る
累
優
―

優
先
的
に
治
療
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
が

累
蒔
に
は
ポ
め
ら
れ
る
し
、
初
期

に
や
る
べ
き
こ
と
μ
火
脚
誤
圧
、
救

出
搬
送
、
琉
肖
ｓ
’
原
。
交
連
覇
断
の

助
つ
で
あ
り
、
こ
の
即
者
の
中
で
も

匁
死
恥
位
か
あ
る
。

　
塁
妬
生
後
の
初
期
四
十
八
時
問

は
、
官
も
民
も
な
く
、
現
場
朝
鮮
を

最
優
先
さ
せ
、
社
会
゛
が
か
り
で
人

命
救
助
に
当
た
る
べ
き
で
あ
り
、
通

常
社
会
体
制
は
停
止
し
、
異
常
体
制

に
移
行
す
る
と
考
え
る
必
要
が
あ

兎
す
な
わ
ち
、
通
常
と
は
異
な
る

徊
齢
規
範
、
忿
準
、
指
揮
命
令
系
統

｜

は
な
い
か
。
想
像
力
の
問
嘔
が
重
要

で
あ
り
、
想
像
力
の
な
い
組
織
、
人

に
は
、
い
か
な
る
情
報
も
無
意
味
で

あ
る
。
想
像
々
気
働
き
が
防
災
の

キ
ー
で
あ
り
、
想
像
力
岑
碩
か
せ
た

情
勢
判
断
な
羅
決
定
の
訓
練
こ
そ

災
へ
の
対
応
で
あ
っ
な
。

　
穿
己
、
も
う
一
つ
の
問
題
と
し

て
、
自
治
体
ご
と
の
塁
対
策
本
部

設
置
体
制
の
限
界
を
露
呈
し
、
広
域

要
が
あ
る
。

　
第
二
の
方
法
は
、
平
常
時
の
薦
準

を
順
守
し
て
、
五
↓
年
か
け
て
ゆ

っ
く
息
胴
７
復
興
し
て
い
く
取
り

へ
移
行
す
べ
膏
忿
が
、
阪
神
こ
妬

で
は
社
会
全
体
が
通
常
体
制
に
固
執

し
、
但
が
仰
残
部
男
持
ち
、
要
胡

持
ち
に
陥
っ
て
し
ま
っ
｛
貨
ら
い
が

あ
る
。

　
い
ま
が
そ
の
時
と
判
断
し
て
、
異

常
体
制
に
柊
行
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

も
っ
と
恥
癒
し
い
が
ご
」
れ
に
は
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
が
必
廻
の
で
あ
る
。
　
　
が
必
要
不
可
欠
と
い
う
の
炉
私
の
考
定
席
域
に
、
安
羞
準
や
防
災
基
準
、

教
授
平
井
　
邦
彦
氏
　
　
i
S
S
S
t
l
r
S
l
l
l
l
i
4
i
｣
'
1
4
j
a
.

1
　
1

‐
‐
｡
‐
‐
1
.

1
‐
I
S
l
l
&
S
!
j
S
二
象
と
も
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
に
腿
づ
い
て
い
る
が
、
同
法
は
伊
勢
　
そ
れ
な
り
、
再
び
郡
市
壊
滅
が
発
う
べ
き
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
し
な
翠
を

Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｇ
４
４
Ｋ
４
＆
機
械
的
・
自
湾
台
風
（
一
九
五
九
恙
’
が
契
機
と
、
生
し
た
時
の
復
旧
・
復
興
の
あ
り
方
’
収
定
し
て
恵
？
復
興
し
て
い
く
と

囚
執
動
的
な
仕
組
み
’
体
制
を
つ
く
っ
て
な
っ
て
六
一
年
に
制
定
さ
れ
盈
祓
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。
　
り
つ
や
り
方
で
あ
る
。

要
胡
い
く
こ
ぬ
夭
切
で
あ
る
。
　
が
あ
り
、
｛
鼠
一
過
の
災
害
イ
メ
ー
　
第
一
の
方
法
は
、
覆
局
題
は
不
　
私
は
、
民
主
主
義
と
は
異
常
時
の

遠
携
で
は
解
決
の
っ
か
な
い
問
題
畳
紙
み
方
で
あ
る
。

提
起
し
’
た
。
防
災
対
策
上
、
退
附
財
第
一
芯
が
法
は
、
一
定
期
間
、
一

が
必
要
不
可
欠
と
い
う
の
炉
私
の
考
定
席
域
に
、
安
羞
準
や
防
災
基
準
、

４
ａ
．

１
　
１

‐
‐
。
‐
‐
１
．

１
‐
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
!
ｊ
Ｓ
二
水
準
と
も
い

　
例
え
ぱ
、
震
度
６
が
記
録
さ
れ
た
ジ
を
引
膏
？
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
問
に
付
す
こ
い
う
や
り
方
。
し
か
し
、

ら
、
自
動
的
に
移
行
す
る
と
い
ヮ
だ
災
両
対
応
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
定
こ
の
受
諾
、
環
境
に
か
か
わ
る
モ

仕
組
み
で
あ
る
？
　
　
　

｀
期
間
続
く
と
い
２
ｉ
が
な
い
。
ぞ
ニ
タ
び
ン
グ
と
愕
報
公
開
、
社
会
的

　
防
災
で
は
、
よ
ぐ
情
袷
の
問
題
が
れ
Ｉ
忌
に
示
し
た
の
が
、
震
仙
・
弱
者
へ
の
配
慮
、
世
代
間
倫
理
面
か

曾
わ
れ
る
か
、
そ
っ
で
は
な
い
の
で
貿
易
の
噴
火
や
阪
神
・
肢
帑
大
震
ら
の
チ
ヱ
ッ
ク
な
ど
に
留
意
す
る
必

約
家
事
、
規
範
答
癒
時
に
徹
底
的

に
磯
諭
し
、
合
意
し
て
柘
く
弧
こ
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
徊
り
、
こ
れ
を

尽
碍
応
の
斬
常
雄
と
し
て
提
起
し

て
、
最
後
の
ま
と
め
に
し
た
い
。

ま
っ
た
。

　
こ
の
ふ
つ
に
、
阪
押
・
酸
早
耳
震

災
刄
碑
型
霧
の
問
珊
が
顕
在
化

し
ｓ
初
動
の
遅
れ
変
沢
た
が
、
こ

の
経
験
昌
ｉ
え
て
、
大
部
市
一
災

で
の
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
を
改
悟
・

強
化
し
て
お
く
必
殺
が
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
竣
防
災
輝
線
の

Ｓ
Ａ
を
橘
と
す
る
多
諒
勝
報
収
集

ル
Ｌ
ト
ー
憚
縁
化
し
で
覆
し
て
お

Ｖ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
ａ
ｇ
ｙ
れ
る
。

　
例
え
ぽ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

匈
孤
的
・
礁
動
的
な
情
嘱
収
粟
、
高

所
監
視
カ
メ
‘
フ
ｇ
ど
一
一
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
９
八
、
消
防
団
員
や
吻
’
画
災

岨
緻
に
よ
る
警
報
取
搦
后
勲
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
万
一
、
コ
ン
ピ
ゴ
ー

『
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
ダ
フ
已
て
も
他

の
通
唯
盃
な
ど
に
よ
り
、
情
憚
途

絶
が
生
じ
た
場
合
に
も
災
再
愕
糎
の

収
集
・
捺
茄
珊
霜
絢
で
き
る
よ

｜

。
現
圧
、
こ
れ
濫
叉
し
て
い
る
市

町
村
は
、
東
京
こ
士
座
で
十
区
極

度
、
静
岡
県
で
七
一
八
件
と
い
う
普

及
率
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
珊
切

な
蕎
ア
ラ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
大
部
ｌ
曇
時
に
お
け
る
情
報

シ
ス
テ
ム
と
し
て
極
め
て
有
望
で
あ

る
。

　
最
後
に
、
苛
戮
伝
達
シ
ス
テ
ム
を

大
都
市
霖
災
と
の
か
か
わ
り
で
考
え

な
場
合
、
地
震
火
災
ｉ
研
一
齢
の

問
罵
が
と
り
わ
け
重
要
に
な
る
。
モ

れ
素
ｉ
に
す
る
た
め
に
は
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
同
祁
箆
７
便
・
っ

計
画
が
堆
や
う
れ
て
い
る
が
、
そ
の

聚
に
愕
相
伝
瑶
戦
略
と
避
慰
騨
蔵

略
Ｓ
逞
さ
せ
て
考
え
る
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
侭
政
考
え
て
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
同
報
無
線
の
強
化

や
増
収
Ｉ
図
る
場
命
、
一
敗
シ
ス
テ

ム
芦
冊
報
シ
ス
テ
ム
は
相
互
に
間
遠

す
る
と
い
う
江
場
に
立
っ
て
、
S

の
一
時
男
場
所
に
間
鞠
無
線
を
設

と
い
ぅ
二
段
階
の
罫
池
鰐
を
り
っ

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

ミ
え
方
を
述
べ
る
が
、
危
機
管
理
の
基

本
力
針
は
、
何
か
り
、
何
を
、
ど
の

よ
う
に
守
る
か
を
明
確
に
し
、
ｒ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（
統
合
緊
急
事
態
管
理
）
の
枠

祖
み
豪
き
ち
ん
と
固
め
て
お
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
四
要
素
は
、
Ｚ
Ｉ
、

計
画
、
緊
急
対
応
、
復
旧
で
あ
り
、
緊

急
時
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

日
常
業
房
ぬ
奢
活
動
に
閲
す
る
組

織
の
構
波
、
対
応
手
厭
を
類
似
の
も

の
に
し
、
ま
な
蒼
茫
計
画
の
策

｜

情
報
伝
達
と
避
難
を
関
連

９
｜

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
筆
ｙ
。
の
特

徴
は
、
第
一
に
十
万
棟
に
も
渫
す
る

家
臓
倒
壊
妬
―
徊
煩
に
よ
る
多
く

Ｑ
Ｍ
ｒ

Ｓ
ｕ
ｇ
ｔ
ｔ
Ｓ
４
￥

g
j
の
発
生
、
第
三
に
商
魂
溢
路
、
新

幹
線
、
襖
よ
緊
笞
の
土
木
・
測
地

物
の
崩
壊
、
第
四
に
被
災
者
の
救
出

4
4
1
勣
に
お
け
る
政
府
・
地
方

自
治
体
の
初
動
体
聊
瓜
Ｉ
情
報
収

湊
の
大
堀
な
遅
れ
に
よ
る
禍
害
の
増

幅
―
な
ぶ
箪
ｇ
Ｒ
る
。

　
M
/
に
、
初
動
体
制
の
迎
れ
は
、

謄
勁
策
の
ソ
フ
ト
面
か
な
μ
矢

吉
な
特
徴
で
あ
り
、
我
々
に
防
災
対

箆

救
出
活
動
な
ど
の
初
動
体
制
に
遅
れ
側
輦
・
伝
魂
が
で
き
な
く
な
っ
て

を
取
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
ま
っ
た
。

　
第
二
点
は
、
防
g
S
I
S
l
i

S
g
Q
S
R
I
異
艮
霧
刄
く

そ
・
３
に
よ
鳶
晋
機
能
の
低
下
も
う
な
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

う
ま
く
作
影
響
し
、
と
く
に
自
治
体
の
防
災
灯
で
あ
る
。

。
庁
が
平
成
鳶
に
と
っ
て
電
話
の
被
害
は
諏
刻
だ
　
と
く
ｒ

．
を
役
じ
て
っ
た
ー
居
体
に
ぽ
防
愚
作
政
無
線
路
用
と
ｈ

ン
や
自
家
発
同
装
置
が
破
壊
さ
れ
、

作
動
不
能
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
の
情

が
あ
り
、
組
織
内
部
の
情
報
伝
嗜
は

電
話
に
悠
Ｗ
？
に
で
き
る
が
、
警

察
や
病
院
な
ど
組
織
間
の
喜
Ｉ
迢

S
Q
i
g
s
4
l
y

S
S
I
逐

絡
が
ほ
り
β
宋
可
能
に
な
っ
て
し

規
柿
化
に
よ
り
、
池
機
管
理
シ
ス
テ

ム
の
な
い
企
業
は
規
格
取
得
を
通
じ

て
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き

叉

１
教
授
廣
井

無
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
が
。
そ
の

第
一
点
は
、
防
災
機
関
が
被
災
し
、

蚕
荻
況
の
迅
速
な
把
握
、
実
際
の

入
し
、
市
町
村
″
警
軍
‐
剽
畷
な
ど

の
防
災
機
関
と
医
捌
・
電
気
・
ガ
ス
・

水
澄
ｔ
交
通
な
ど
の
機
関
と
の
相
互

１
７
可
能
に
す
る
体
側
ヴ
く
り
が

噴
ま
れ
る
。

§｜

地
震
対
策
は
経
営
の

企
業
に
お
け
る
地
震

対
策
の
決
め
手

地
震
對
策
は
、
い
求
や
経
営
の
Ｉ

一
部

住
友
海
上
リ
ス
ク
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
主
任
研
究
員
小
林

§

ji

９
呑
犀
認
の
営
ｗ
シ
ス
テ
ム
②
危

機
管
理
の
シ
ス
テ
ム
企
画
－
の
二
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
豪
印
心
に
話
を
し
た

い
。

　
日
本
は
中
国
に
次
い
で
世
界
第
二

焚

位
の
地
震
国
で
あ
り
、
地
袁
に
よ
る

欄
牲
巻
数
μ
発
生
頻
次
は
先
循
ぞ

は
ワ
ー
ス
ト
・
ワ
ン
で
あ
る
。
阪
神
・

談
路
大
震
災
は
、
未
曽
有
（
み
ぞ
う
）

の
大
災
害
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
大
震
災
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
第

一
に
大
規
模
地
震
は
集
巴
と
っ
て

も
大
き
な
危
Ｉ
で
あ
る
と
の
認
識
が

高
ま
り
、
地
震
対
策
の
ア
ブ
ロ
ー
チ

が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
。

　
第
二
に
端
戮
対
策
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
取
り
組
む
べ
露
一
髪
題
と
し

て
７
亡
て
き
た
こ
ら

　
第
三
に
地
震
が
防
災
の
畝
点
で
な

く
、
危
機
管
理
の
対
象
に
な
っ
た
こ

と
Ｉ
な
石
拓
摘
で
き
る
。

　
ま
た
阪
神
・
岐
路
大
震
災
で
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
不
氏
が
被
害
を
拡

大
し
た
点
は
否
め
ず
、
大
災
害
で
は

改
め
て
マ
メ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
ブ
さ
れ
る
精
果
と
な

っ
↑
｀
。

　
同
時
に
、
震
度
６
で
味
難
物
が
噴

れ
、
人
が
死
に
、
ラ
イ
フ
フ
ン
は

寸
断
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
砥
～
と

し
て
分
か
っ
た
。

　
地
S
S
J
Q
K
S
i
l
U
f

l

援
・
救
助
対
策
が
か
な
め
と
ｇ
る
が
、

そ
こ
で
最
重
要
な
の
４
人
の
対
策
で

あ
り
、
企
菜
に
と
っ
て
昿
同
社
の
社

員
と
顧
客
に
対
ｔ
召
祗
刄
９
ｆ

る
か
が
簾
廻
と
な
る
。
池
脚
灯
諏
の

目
的
は
雲
筆
の
｀
Ｒ
塾
霜
応
②

迅
魂
な
湛
混
ｙ
コ
ス
ト
の
低
喊
１
の

三
点
に
あ
り
、
そ
の
″
｀
め
に
は
人
に

け
が
を
寄
せ
な
い
薦
ぞ
り
と
無
事

置
す
る
と
い
急
ａ
零
な
鴛
き
で

は
な
い
か
温
泥
て
い
兎

　
一
時
価
含
屏
は
、
班
戴
の
拠
点

で
あ
る
と
伺
時
に
、
情
報
の
拠
点
と

も
な
る
表
４
統
合
戦
略
が
署
勁
で

μ
な
い
ぢ
鴛
茄
。

４
一
一
Ｉ
ｙ
Ｉ
Ｆ
甲
Ｉ
甲
ｅ
－
■
－
一
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一
φ
Ｉ
一
－
一
』
■
■
■

岑
畷
認
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
欠
か

せ
な
い
。

　
屑
づ
く
り
は
刄
吻
の
耐
″
箱
強
、||

約
さ
れ
る
が
、
尊
楓
管
理
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
に
当
た
っ
て

は
、
組
織
・
体
制
の
整
備
、
危
機
管

S
;
I
Q
S
r

S
I
I
I
‐
l
価

し
て
は
、
Ｓ
ｉ
ｇ
シ
ス
テ
ム
の
構
要
が
あ
る
。

築
が
あ
り
、
原
鄙
十
一
蒔
間
以
内
に

社
員
の
宕
回
確
認
を
完
了
す
る
シ
ス

テ
ム
が
求
φ
り
れ
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
社
員
営
晋
一
認
シ
ス

テ
ム
を
喝
発
、
導
入
し
て
い
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
ゑ
励
宕
曾
情
報
シ
ス
テ
ム

で
無
事
社
員
を
確
認
す
る
と
同
時

に
、
被
災
社
員
は
人
子
で
確
認
す
る

ス
テ
ム
私
乖
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・

Ｇ

リ

ｊ

　
そ
れ
か
％
国
土
庁
が
箔
零
申
の

惣
蜀
墨
偏
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）

に
対
応
し
て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
港

町
空
附
、
主
要
遠
路
網
、
鋲
忿
網

先
罰
位
づ
け
、
関
係
事
業
者
問
の
協

力
体
制
、
復
旧
予
算
の
一
保
な
ｙ
β

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
同
様
に
、
交
通

燥
制
の
実
施
で
は
、
灘
鬘
行
許
可

証
の
準
備
、
薫
習
の
動
員
体
制
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
溥
Ｘ
れ
体
制
を

強
化
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
交
通
雄
匍
ｔ
囃
も
警
視
庁
が
大
ｇ

に
見
直
し
、
災
害
発
生
直
後
の
第
一

11
　
実
際
の
緊
急
輸
迦
活
動
味
、
被
災

し
た
乖
万
自
胎
体
々
８
要
一
、
運

兎

|||

応
じ
て
交
通
規
制
を
笑
施
で
き
φ
よ

う
に
変
更
さ
れ
た
。

　
こ
れ
岑
受
け
て
、
防
災
型
交
通
管

制
シ
ス
テ
ム
の
警
備
が
淮
り
ら
れ
、

停
罵
時
に
自
動
的
に
信
恥
娘
に
電
気

ｉ
硲
す
る
自
動
起
動
式
発
匍
機
な

ど
が
増
設
さ
れ
た
。

　
物
資
の
緊
急
輸
送
は
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
ｙ
登
ん
で
災
害
心
急
対
策

盾
勣
の
根
幹
を
誓
ふ
、
こ
の
点
で

も
緊
皐
物
資
輸
送
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
、
蚕
厩
覆
蔀
、
輸
送
車
両

の
確
保
な
ど
が
強
化
さ
れ
ち

　
繁
急
物
資
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
都
内
の
仄
域
輸
導
訟
芦
俑
県

ｇ
至
要
退
路
で
結
び
、
か
つ
区
市

町
村
内
の
地
域
内
輪
送
拠
点
に
も
つ

な
が
る
海
路
網
で
あ
る
。

　
輸
送
拠
点
は
、
広
域
輸
善
琉
君

し
て
９
寫
壁
土
力
所
、
海
よ
基

j
l
l
↑
刀
所
、
航
宮
原
竺
が
所
を
定

め
て
い
る
ほ
か
、
拘
…

輸
畳
陪
十
九
ヵ
所
、

な
い
と
一
｝
ろ
も
あ
り
、
ｌ
ｌ
’
覚

書
豪
交
わ
し
て
い
る
協
会
は
あ
ま
り

多
く
な
い
の
が
実
脅
で
砂
Ｓ
ま
た
、

余
ド
喩
で
は
緊
急
時
に
対
応
可
認
な

情
報
通
信
乖
政
の
繁
一
状
況
を
調
査

し
、
唱
ま
し
い
通
銀
盃
と
そ
の
迷

用
例
な
ｙ
Ｉ
積
討
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
非
常
器
碍
に
協
今

事
業
者
、
車
両
間
で
有
効
に
機
能
を

発
揮
す
る
箆
渥
原
画
と
し
て
、

壹
簡
9
M

電
肪
お
よ
び
哨
廻
剪
帯
電
話
、
協
会

と
聊
菜
暫
同
は
塁
蒔
泄
奄
哨
、

男
帯
電
話
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、
拠
点

て
い
る
。

　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
候
補

池
二
百
六
士
ハ
カ
所
ｉ
蚕
、
こ
れ

か
泌
飛
脚
整
を
淮
め
て
い
Ｓ

　
Ｉ
震
蔭
桶
は
、
選
定
し
た
聚

急
送
銘
に
お
い
て
車
両
西
ｇ
で
き

用
萌
だ
が
、
郡
建
設
局
で
は
霖
災
時

に
緊
＆
露
啓
開
を
輿
庫
す
る
路
線

4
1
y

l
a
4
S
t
!
S
S
4

設
局
、
息
ｉ
蹄
公
団
と
の
作
渠
分

担
を
決
め
、
遠
路
啓
開
作
哭
了
ぶ

し
て
い
る
。

　
東
京
都
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正

版
の
策
定
は
始
ま
っ
た
ぼ
か
り
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

計
画
の
習
熟
、
訓
練
な
″
岑
遍
じ
て
」

定
し
、
防
災
行
政
無
線
端
末
岑
導
入

し
た
。
ま
た
、
防
災
の
基
本
と
し
て

の
｀
廼
は
鉄
混
禄
考
が
そ
れ
ぞ
れ
と
に
な
っ
て
い
る
。

計
画
の
習
熟
、
調
練
を
充
実

鼻
聾
時
に
お
け
る
輸
送
力
の
確
保
と
安
全

□
幹
線
輸
送
と
集
配
を
支
援

１
災
害
時
の
緊
急
輸
送

の
確
保

運
輸
省
運
輸
政
策
局
技
術
安
全
雛

　
安
全
防
災
対
策
官
村
山
　
伊
知
郎
氏

部
が
担
当
し
て
淮
め
て
い
る
。

　
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
防
災
業

務
斌
麦
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
復

旧
②
緊
急
輸
送
、
代
桝
輸
送
③
被
災

者
の
支
援
１
な
ど
で
あ
る
。

　
運
希
省
の
防
災
業
務
は
、
本
吉
各
　
①
に
つ
い
て
は
、
鉄
選
、
港
湾
、

局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
憲
ご
と
に
防
災
空
渚
の
Ｉ
．
一
一
分
野
に
お
い
て
、
獣
錨

対
策
原
沢
遡
し
、
技
術
Ｗ
４
４
４

１
４
Ｓ
ｐ
の
防
災
拠
点
県
偏
を
行

り
ま
と
洒
役
と
し
て
脚
気
の
窓
口
業
っ
て
い
る
。

包
を
行
っ
て
い
る
。
ま
瓦
男
支
分
　
②
に
関
・

部
局
の
取
り
ぞ
誌
は
運
輸
局
政
一
各
分
野
の
｀

　
②
に
関
し
て
は
、
肺
・
’
海
・
空
の

各
分
野
の
逐
盛
暑
と
率
刀
（
依
頼
、

’
；
ａ
命
令
）
し
て
緊
急
粉
萎
藻

関
の
体
制
に
つ
い
て
述
ぺ
る
と
、
関

係
各
機
関
の
位
置
付
け
は
「
防
災
基

本
計
画
」
（
災
答
対
零
采
法
）
に

弓
（
喩
Ｑ
、
槨
栗
恩

SI§る
。

　
翠
定
し
た
通
信
手
段
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
葡
用
例
多
極
討
し
て
き

た
が
、
我
々
と
し
て
は
Ｍ
Ｃ
Ａ
輝
線

を
非
常
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
切
り
替
え

て
使
用
す
る
運
用
例
多
導
入
す
る
方

向
で
考
え
て
お
り
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
の

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
る
。
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施
し
ぺ

　
今
回
の
讐
ぞ
と
く
に
配
磁
し
た

事
項
と
し
て
は
、
初
動
・
情
報
収
集

伝
瑶
体
制
の
強
化
の
た
め
に
郡
内
全

域
に
地
霖
肘
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
警
備

�
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几
づ
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¨
ふ 一

計
七
｛
Ｊ
澗
ｔ
Ｊ
｛

田
ｍ
阻
二
｛
‥
邱
パ
ー
Ｈ

秋
元
　
豊
氏

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
大
　
ど
づ
て
診
、
阪
神
‘
淡
路
大
震
災
今
国
に
は
現
在
、
約
一
千
万
台
の
送
に
か
か
る
地
方
自
治
体
と
の
協
斑

規
模
災
害
に
備
え
た
　
で
は
兵
冰
艮
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
対
車
両
が
あ
り
、
う
ち
百
万
台
が
輸
送
喬
お
よ
ぴ
竟
芦
迦
づ
い
て
、
繁
急
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